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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 778 25.9 △161 － △167 － △115 －
2025年３月期第１四半期 617 － 26 － 24 － 21 －

(注) 包括利益 2026年３月期第１四半期 △115百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 21百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 △38.79 －
2025年３月期第１四半期 7.76 7.61
１．2026年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株

当たり四半期純損失のため、記載しておりません。
２．当社は、2024年３月期第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2025年３月期第１四半

期の対前年同四半期増減比率は記載しておりません。
３．当社は、2024年６月19日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2025年３月期第１四半期の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から2025年３月期第１四半期の末日までの平均株価を期中
平均株価とみなして算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 3,771 1,051 27.9
2025年３月期 3,554 1,164 32.7

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 1,050百万円 2025年３月期 1,163百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2026年３月期 －
2026年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 調整後EBITDA※ 調整後当期純利益※

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 3,887 30.2 332 41.5 189 18.7

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※ 調整後EBITDA＝連結営業利益＋減価償却費＋のれん償却費＋取得関連費用

調整後当期純利益＝親会社株主に帰属する当期純利益＋のれん償却費＋のれん減損損失－負ののれん発生益－税効

果に関する益および法定税率による税金額との差異＋取得関連費用

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） － 、除外 １社（社名） MOVE株式会社

(注)詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 2,972,990株 2025年３月期 2,968,690株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ －株 2025年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 2,969,965株 2025年３月期１Ｑ 2,771,875株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる過程及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米国の通商政策等による不透明感がみられるものの緩やかな

景気の回復を継続しております。しかしながら、上述の米国通商政策の影響に加え、物価上昇の継続が消費者マイン

ドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす影響等も考えられるため、引き続き経済動向の先行きも不透明な状況が続い

ております。

当社グループは当社（株式会社MUSCAT GROUP）及び連結子会社３社（株式会社WinC、株式会社ライスカレープラス

※、株式会社松村商店）により構成されており、「Brand Produce Company」として自社ブランド運営やM&Aによるブ

ランド獲得、顧客企業の支援を通じたブランドプロデュース事業を展開しております。

※2025年７月１日より当社から新設分割

また、当第１四半期連結累計期間においては、連結子会社である株式会社WinCで展開するオーラル美容ブランド

「MiiS」の主力商品「mm flora＊」の販路拡充や認知拡大のために、TVCM放映を先行投資として実施いたしました。

なお、それに伴い発生した広告宣伝費（約150,000千円）は、2025年５月14日に発表いたしました業績予想にも織り込

んでいた通りとなります。

このような状況の中で、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高778,009千円（前年同期比

25.9%増）、売上総利益412,526千円（前年同期比17.9%増）、営業損失161,244千円（前年同期は営業利益26,421千

円）、経常損失167,054千円（前年同期は経常利益24,842千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失115,209千円

（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益21,500千円）となりました。

なお、当社グループは「ブランドプロデュース事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略し

ております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、2,042,209千円となり、前連結会計年度末に比べ186,342千円

増加しました。これは主に、現金及び預金が191,110千円増加、短期貸付金が120,000千円増加し、受取手形及び売

掛金が152,146千円減少したこと等によるものであります。固定資産は1,712,606千円となり、前連結会計年度末に

比べ32,256千円増加しました。これは、主に繰延税金資産が65,695千円増加したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、3,771,259千円となり、前連結会計年度末に比べ216,868千円増加しました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、1,248,484千円となり、前連結会計年度末に比べ278,293千円

増加しました。これは主に、短期借入金が310,000千円増加したこと等によるものであります。固定負債は

1,471,253千円となり、前連結会計年度末に比べ51,811千円増加しました。これは、主に長期借入金が52,399千円増

加したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、2,719,738千円となり、前連結会計年度末に比べ330,104千円増加しました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、1,051,521千円となり、前連結会計年度末に比べ113,236千円減

少しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失115,209千円の計上があったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想については、2025年５月14日に公表いたしました予想から変更ありません。なお、業績

予想につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により

予測数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 543,999 735,109

受取手形及び売掛金 504,454 352,308

商品 285,319 265,237

貯蔵品 4,259 4,991

前払費用 48,743 55,794

短期貸付金 325,000 445,000

１年内回収予定の長期貸付金 50,000 68,750

その他 94,508 115,193

貸倒引当金 △418 △175

流動資産合計 1,855,867 2,042,209

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 163,356 163,356

減価償却累計額 △91,187 △92,620

建物及び構築物（純額） 72,169 70,736

建物附属設備 44,034 44,246

減価償却累計額 △7,305 △8,474

建物附属設備（純額） 36,728 35,772

工具、器具及び備品 20,708 23,914

減価償却累計額 △18,240 △18,776

工具、器具及び備品（純額） 2,467 5,137

土地 450,468 450,468

リース資産 6,940 6,940

減価償却累計額 △3,499 △3,845

リース資産（純額） 3,441 3,094

その他 8,941 8,941

減価償却累計額 △8,941 △8,941

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 565,275 565,208

無形固定資産

のれん 762,434 743,711

ソフトウエア 59,381 58,093

ソフトウエア仮勘定 2,327 6,163

その他 1,110 1,081

無形固定資産合計 825,254 809,050

投資その他の資産

敷金 40,428 40,029

長期貸付金 100,000 81,250

繰延税金資産 143,371 209,066

その他 6,021 8,000

投資その他の資産合計 289,821 338,347

固定資産合計 1,680,350 1,712,606

繰延資産

株式交付費 11,923 10,546

社債発行費 6,249 5,895

繰延資産合計 18,172 16,442

資産合計 3,554,390 3,771,259
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 87,760 74,344

未払金 82,912 86,214

短期借入金 220,000 530,000

１年内償還予定の社債 60,000 60,000

１年内返済予定の長期借入金 310,635 337,286

リース債務 1,574 1,588

未払法人税等 69,099 16,908

賞与引当金 36,705 20,813

その他 101,503 121,329

流動負債合計 970,190 1,248,484

固定負債

社債 210,000 210,000

長期借入金 1,182,547 1,234,946

リース債務 2,501 2,079

繰延税金負債 3,908 3,884

その他 20,484 20,344

固定負債合計 1,419,442 1,471,253

負債合計 2,389,633 2,719,738

純資産の部

株主資本

資本金 249,943 250,930

資本剰余金 812,900 813,887

利益剰余金 100,985 △14,224

株主資本合計 1,163,829 1,050,593

新株予約権 928 928

純資産合計 1,164,757 1,051,521

負債純資産合計 3,554,390 3,771,259
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 617,727 778,009

売上原価 267,732 365,483

売上総利益 349,995 412,526

販売費及び一般管理費 323,573 573,770

営業利益又は営業損失（△） 26,421 △161,244

営業外収益

受取利息及び配当金 0 2,392

受取手数料 1,008 1,298

受取家賃 － 3,271

その他 939 691

営業外収益合計 1,948 7,653

営業外費用

支払利息 2,886 10,076

株式交付費償却 429 1,376

その他 212 2,011

営業外費用合計 3,528 13,463

経常利益又は経常損失（△） 24,842 △167,054

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

24,842 △167,054

法人税等 3,341 △51,844

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,500 △115,209

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

21,500 △115,209
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,500 △115,209

四半期包括利益 21,500 △115,209

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 21,500 △115,209
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更)

従来、税金費用については、原則的な方法により計算しておりましたが、四半期決算業務の一層の効率化を図る

ため、当第1四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、ブランドプロデュース事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報

の記載を省略しております。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のと

おりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 4,899千円 7,923千円

のれんの償却額 9,659千円 18,722千円

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社であったMOVE株式会社は、同じく当社連結子会社である株

式会社WinCを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。
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(企業結合等関係)

(共通支配下の取引等）

(連結子会社間の吸収合併)

当社は、2025年２月14日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社WinCを吸収合併存続会社と

し、同じく連結子会社であるMOVE株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行う決議をし、2025年4月1日付で

吸収合併を行いました。

１．取引の概要

(１)結合当事企業の名称及び事業の内容

結合企業名 株式会社WinC

事業の内容 各種ブランド、サービスの開発 •提供

被結合企業名 MOVE株式会社

事業の内容 E-Bike（電動アシスト自転車）販売

(２)企業結合日

2025年４月１日

(３)企業結合の法的形式

株式会社WinCを存続会社、MOVE株式会社を消滅会社とする吸収合併

(４)結合後企業の名称

株式会社WinC

(５)その他取引の概要に関する事項

本合併は、当社グループの各種ブランド・サービスの開発・提供事業に係る経営資源の集中と有効活用を図

ることにより、事業の拡大を目指し、企業価値の向上を目指すものであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、

共通支配下の取引として処理しております。



株式会社MUSCAT GROUP(195A) 2026年３月期 第１四半期決算短信

9

(重要な後発事象)

（持株会社体制への移行及び商号変更並びに定款の一部変更）

当社は、2025年５月14日開催の取締役会において、2025年７月１日を効力発生日とする新設分割による持株会

社体制への移行及び商号変更並びに定款の一部変更について決議し、2025年６月26日開催の定時株主総会にて承

認されました。

これに伴い、2025年７月１日付で当社がマーケティングソリューション領域において展開する事業を新たに設

立した株式会社ライスカレープラスに承継させるとともに、当社の商号を株式会社MUSCAT GROUP（マスカットグ

ループ）へと変更いたしました。

（重要な資産の譲渡）

当社は、2025年７月31日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社松村商店が保有する固定資

産を譲渡することを決議し、2025年８月１日に譲渡契約を締結いたしました。

１．譲渡の理由

経営資源の有効活用による資産の効率化と財務体質の強化を図るため、連結子会社が所有する固定資産の譲

渡を行います。

２．連結子会社の概要

（１）名 称 株式会社松村商店

（２）所在地 東京都墨田区石原四丁目25番15号

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 大南 洋右

（４）事業内容 ブランドプロデュース事業

（５）資本金 10百万円

３．譲渡資産の内容

（１）所在地 東京都墨田区石原四丁目25番15号

（２）面積
土地面積 ： 310.47㎡

建物延床面積：1028.86㎡

（３）帳簿価額 395百万円

（４）譲渡益 約12百万円

（５）現況 松村商店本社および賃貸用不動産

※ 譲渡価額は、譲渡先の意向により公表を控えておりますが、市場価格を反映した適正な価格での譲渡となり

ます。また、譲渡益は、譲渡価額から帳簿価額および譲渡に係る諸費用を控除した見込額です。

４．譲渡先の概要

譲渡先は国内法人ですが、譲渡先の意向により公表を控えております。なお、譲渡先と当社との間には、資

本関係、人的関係および取引関係はなく、関連当事者にも該当いたしません。

５．譲渡の日程

（１）取締役会決議日 2025年７月31日

（２）譲渡契約締結日 2025年８月１日

（３）譲渡資産引渡期日 2025年９月30日（予定）

６．今後の見通し

本件固定資産の譲渡に伴う売却益は、2026年３月期第２四半期連結会計期間において特別利益に計上する予

定です。なお、2025年５月14日に発表しました2026年３月期の連結業績予想に変更はありませんが、開示すべ

き事項が発生した場合には速やかに開示いたします。
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（取得による企業結合）

当社は、当社の連結子会社である株式会社WinCが、2025年８月13日開催の取締役会において、株式会社HaDの全

株式を取得し、子会社化（当社の孫会社化）することについて決議いたしました。また、同日付で株式譲渡契約

を締結し、株式を取得いたしました。

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社HaD

事業の内容 シャンプー（bialne）の通信販売事業

（２）企業結合を行った主な理由

当社は、「Difference for the Future.」というミッションを掲げ、SNSを中心としたマーケティングと

データ活用を通じて、幅広い領域で再現性高く成長ブランドを創出・運営するブランドプロデュース領域

と、顧客企業のマーケティングを上流から下流まで幅広く一気通貫のソリューションで支援するブランド

パートナー領域からなる、ブランドプロデュース事業にグループ一体となって取り組んでいます。

自社ブランドを展開しているブランドプロデュース領域においては、連結子会社である株式会社WinCが

オーラル美容ブランド「MiiS」や電動アシスト付き自転車ブランド「MOVE.eBike」など、マス市場の中に

ある成長性の高いニッチなニーズを精緻に捉えた“ニッチグロース市場”におけるトップを目指したブラ

ンド展開を行っています。

また、当社グループでは、当社グループがこれまで培ってきたSNSを軸としたマーケティング力とデータ

活用の強みを最も発揮できるこのブランド展開を、重要な成長戦略として“ニッチトップ戦略”と定義し

ています。

株式会社HaDが展開するファミリー向けシャンプー＆トリートメントブランド「bialne」は、「小さな子

供から大人まで家族みんなが輝ける存在に。日々頑張っているママ達に当たり前の日常の中で手軽に手に

入れられる『美』を届けたい！」というコンセプトのもと、小さなお子さんから大人までが使える「無添

加※」のシャンプー＆トリートメントを、手に取りやすい価格帯でのオンライン定期販売を中心に展開し、

SNSを中心として人気を集めているブランドです。（※シャンプー＆トリートメント）

ヘアケア市場というマス市場の中で、中価格帯のファミリー向けシャンプー＆トリートメントという領

域で急成長している「bialne」は、当社グループの“ニッチトップ戦略”に合致するブランドであると考

えております。

本連結孫会社化によって、当社グループの有するSNSを軸とした幅広いマーケティングノウハウの提供や

販売経路の拡大による売上向上や、生産・販売管理の共通化による事業運営の効率化を図っていきます。

また、当社グループにおいてはブランドポートフォリオの拡充だけではなく、同社が有する顧客基盤活用

による当社グループのブランド利用者の拡大にも繋げていく所存です。

これらにより、当社グループとしてさらなる企業価値の向上を目指してまいります。

（３）企業結合日

2025年８月13日

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とした株式の取得

（５）結合後の企業の名称

変更ありません。

（６）取得予定の議決権比率

100%

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社の連結子会社である株式会社WinCが、現金を対価として株式を取得したためであります。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 310,000千円

取得原価 310,000千円
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３．主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額並びにその主な内容

現時点では確定しておりません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月14日

株式会社MUSCAT GROUP

取締役会 御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柴谷 哲朗

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 横山 雄一

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社MUSCAT GROUPの2025年４月１日から2026年

３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連

結累計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １ 上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


